
  

【決議事項】 

 

 

 Ⅰ 令和 7 年度 事業報告書 
（令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日まで） 

 

Ⅰ．概 要 

令和 7 年度は、公益目的事業収益が図書頒布事業収益の落ち込みをカバーする構造となり、賛助

会費の追加負担による支援強化や経費抑制の自助努力も相俟って、評価損益等調整前当期経常増減

額で予算を約 1,614 万円上回り 1,901 万円となり、税引き後の当期経常増減額で 1,875 万円の黒字

決算となりました。 

収益としては、技能評価試験収益や訓練養成事業収益、広告料収益が大きく伸びた一方で、航空専

門学校の学生数減による教科書の売り上げ不振などにより図書頒布事業は予算を下回りました。こ

の傾向は今後も継続すると予想されるため、令和 8 年度は中期的な事業構造の見直しに取り組みま

す。 

支出としての特記は、グランドハンドリングの特定技能試験の CBT 化を見送り、約 490 万円の費

用減となりました。4 月 1 日から運用開始となる育成就労制度の対象には航空分野は含まれません

でしたが、今後の動向を見極める必要があり、CBT 化への投資は現段階では不適と判断いたしまし

た。今後も状況を注視し、CBT 化の要否を適切に判断して参ります。 

事業活動における特記としては、「航空整備士の人材確保に向けた動画プロモーション（短尺動画）」

の作成や、新入会キャンペーンを活用した e.TEAM ANA 、JAL・JAL エンジニアリング からの新

規入会会員の獲得、無利子貸与型奨学金制度への応募者増など航空の裾野拡大を中心とした公益目

的事業をしっかりと実施して参りました。他の事業を含め、詳細については次項以降で報告いたし

ますが、今後とも協会の使命・役割である「航空の安全確保に資する事業」を推進して参りますの

で、引き続きご支援をお願いいたします。 

 

１．公益事業の推進 

（１）航空技術・航空安全の普及啓蒙 

①航空教室 

航空教室は、エアライン関連各社のご協力のもと、格納庫見学や現役社員（操縦士・客室

乗務員・航空整備士・グランドハンドリング）による仕事紹介など、趣向を凝らした内容で

毎年多くの方にご参加いただいています。 今年度も、航空業界の裾野拡大を目的に小学 4 年

生〜6 年生とその保護者を主な対象とし、業界の魅力や楽しさを肌で感じてもらえるプログ

ラムで実施しました。 

一昨年から実施している名古屋地区での開催は、今年も三菱重工航空エンジン（株）をは

じめ、三菱重工業（株）、あいち・なごやエアロスペースコンソーシアム、あいち航空ミュー

ジアム、（一財）日本航空協会の協力のもと開催しました。「あいち航空ミュージアム」を会

場に、お仕事紹介に加え、館内の体験コーナーにて実際の工具を用いた整備体験を実施しま

した。 



  

 

②シンポジウム 

3 件の講演会を実施しました。9 月には(一社）日本航空宇宙学会、（一財）日本航空協会

と共催で「空の日・宇宙の日」記念特別講演会を開催し、ANA エンジンテクニクス（株）

によるジェットエンジン整備の概要と DX 化の取り組みについて紹介を行いました。10 月

には（一社）日本航空宇宙学会と共催の「第 63 回 飛行機シンポジウム」において１件の

特別講演、5 件の企画講演を実施しました。2 月には本協会が主催する「第 38 回 航空安全

シンポジウム」において 3 件の講演会を実施しました。会場参加と Web システムを利用

し、日本全国から多くの方にご参加いただきました。 

いずれも各講演会の主旨に沿った内容を提供することができ、航空関係者のみならず、これ

から航空業界を目指す学生の方、さらには多くの一般の方など、幅広い年齢層の方々にご聴

講いただくことができました。聴講者からは「空の日・宇宙の日」記念特別講演会では「普

段見ることの出来ないエンジン内部や、整備の内容が理解できた」、「航空安全シンポジウ

ム」では「脱炭素に向けた国の動きが理解できた」、「超音速機の現状、課題が理解でき

た」、「ANA の安全への取り組みが参考になった」等のコメントを頂きました。 

 

（２）航空界の活動支援及び能力開発 

① 講習会 

令和 7 年度は昨年度に引き続き、更なる受講者の獲得を目指し講習会内容や販促活動の

充実を図りました。既存講習会のリニューアル（航空法規・実践編）や、新たな講習会（回

転翼航空機解説かなマニシリーズ）、カスタマイズした受託講習会（ヒューマンファクター

関連）などを実施しました。また、ユーザー様の受講科目選定を容易にすべく、ご案内表記

や科目構成などを整理しました。  

中期的課題として、講習会の持続的な運営に向けた基盤整理について取り組みを始めま

した。今年度は講習会ユーザー企業様、各受講者様への積極的なヒヤリングを中心に実施

しました。それらをもとに、来年度は講習内容や講習実施形態、講師確保、マネジメント

など基本的な考え方の整理を始めます。 

  

② 機関誌 

空飛ぶクルマ、SAF、燃費改善技術など航空技術に関するタイムリーな情報提供に努める

とともに、求人・製品広告の掲載および協会による会員サービス（航空技術英単語オンライ

ンの利用方法、「航空技術」誌バックナンバー閲覧方法、JAEA Member’s Salon など）の周

知を継続して実施しました。協会による取材記事は、令和 7年 4月号から令和 8年 3月号ま

での期間に計 24件掲載しました。 

 

この中で、空飛ぶクルマ、SAF、燃費改善技術などの注目される記事として、4 月号に『ACT 

FOR SKY シンポジウム（2）』、5月号に『ACT FOR SKY シンポジウム（3）』、6月号に『JAL、

大阪・関西万博で「空飛ぶクルマ」体験施設を公開』および『大阪・関西万博での eVTOL 機

展示』、『ANA、旅客機にリブレット加工フィルム「AeroSHARK」を実装』、『ACT FOR SKY シン

ポジウム（4）』、7月号に『国産 SAF、旅客便に国内初供給』、8月号に『実用化された国産 SAF、

羽田空港で供給開始』、10月号に『大阪・関西万博で飛行した「空飛ぶクルマ」の社会実装へ

の取り組み』、11月号に『ANAHDと Joby、大阪・関西万博でデモフライトを実施』を掲載しま

した。 



  

 

会員サービスとしては、9月号と 1月号には『航空技術英単語オンラインの利用方法』を掲

載したほか、1 月号と 3月号には「航空技術 取材動画のご紹介」を掲載し、会員へ周知しま

した。                                                             

「第 2 回 ANA グループグランドハンドリングスキルコンテスト開催」、「自動運転レベル 4

トーイングトラクター、実用化」といったグランドハンドリングに関する記事も取り上げま

した。  

 

また、元 川崎重工業（株） XP-1／XC-2 チーフ・デザイナー 久保正幸 氏による「航空

機設計」が第 100 回の記事掲載をもって 10 月号で連載終了を迎えました。 

航空従事者試験問題解説は引き続き、毎月連載をしました。若年層から豊富な経験を有する

ベテラン層に対応した誌面作りを行ってきました。 

 

③ 航空従事者に関わる支援養成事業 

令和 7 年度は 9 月に日本航空大学校・北海道校で国土交通大臣指定航空従事者養成施設連

絡協議会が開催され、これにオブザーバーとして参加しました。 

 

（３）航空技術者の育成と航空界貢献者への表彰 

①「会長賞」表彰 

航空の技術・安全・品質の発展に資する研究開発、グループ・個人の業務改善や航空技術

者の効果的、効率的な指導等において多大な成果、貢献があったと認められる活動に対し、

賛助会員や航空業界のみならず他業界からも広く推薦を募り、「会長賞」（【企業・団体部門】

及び【学校部門】）、「表彰審議会委員長特別賞」、「奨励賞」を選考し表彰を行っています。本年

度【企業・団体部門】は、会長賞 1 件、表彰審議会委員長特別賞 4 件、奨励賞 29 件、【学校

部門】は会長賞 1 件、奨励賞 1 件を決定し、令和 8 年 6 月 3 日に表彰を行います。 

 

② 学生奨励金、奨学金、卒業生への「会長賞」表彰 

航空人材の育成支援を目的に以下の支援を実施しました。 

【給付型奨励金】 

本協会の賛助会員である航空専門学校の学生会員（整備士育成学科以外）9 名に対し、返

済不要の奨励金を支給し、幅広い分野の航空人材育成の促進を図りました。 

【無利子貸与型奨学金制度】 

令和 5 年 12 月から運用を開始した本制度は 3 年目を迎え、運用方法の見直しを行い、よ

り分かりやすい案内を目指しました。また、事前に各学校担当者と調整を実施するなど、協

力体制を整えた結果、対象校すべてから１名以上の応募者があり、昨年度の 69 名から 87

名へ応募者が増加しました。 

さらに応援企業が昨年の６社から８社に増加し、より多くの航空整備士を目指す学生に

対して支援が広がっています。 

【卒業生への「会長賞」授与】 

本協会の賛助会員である航空専門学校・大学（航空関連学科）の学生会員である卒業生の

中から、各校 1 名ずつ学業優秀者を選考し、社会人としての門出を祝うと共に、業界での活

躍を期待して表彰を行いました。 

 



  

③ 叙勲、褒章、国土交通大臣表彰、東京航空局長表彰、大阪航空局表彰、他団体表彰 

「叙勲」、「褒章」（内閣府賞勲局）、「国土交通大臣表彰」（国土交通省航空局）、「東京航空局

長表彰」（東京航空局）、「大阪航空局表彰」（大阪航空局）候補者の推薦団体として、賛助会

員各社から航空関連事業に従事し且つ永年勤続の功労の諸要件を満たす方をご推薦いただ

き、「褒章」10 名、「国土交通大臣表彰」8 名、「東京航空局長表彰」15 名、「大阪航空局表

彰」5 名の候補者を推薦し、受章・受賞されました。 

 

（４）情報の発信、調査研究 助言・提言事業 

コンサルタント（助言） 

即戦力となる専門人材育成を促進するため航空専門学校が企業や団体と連携してその意

見を取り入れて実践的学習を行う文部科学大臣認定の「職業実践専門課程」の教育課程編成

委員会及び学校関係者評価委員会、学外委員として参画し、助言・提言を行いました。 

 

「航空広報戦略推進協議体」 

「航空機整備士・製造技術者養成連絡協議会」は、新たに設置された「広報戦略推進協議

体」に引き継ぐ形で発展的解消となりました。 

今年度はじめて本協議体として運用を開始し、裾野拡大ワーキングについては、ANA/JAL

社のご協力をいただき、大型機整備士プロモーション動画を作成、航空整備士裾野拡大施策

を実施しました。また、現役女性航空従事者を講師に迎えて実施する「女性航空教室」を東

京都大田区にある ANA Blue Base にて実施しました。 

「広報戦略推進協議体」においても事務局として運営に参画してまいります。 

 

特定技能評価試験事業 

空港グランドハンドリング、航空整備ともに、１号評価試験については、安定した運営

を行っており、また、２号評価試験についても、グランドハンドリング、航空整備ともに

令和７年度より試験を実施しております。試験開催地についても、グランドハンドリング

では、初開催地として国内では千葉、海外ではバングラデッシュで試験を実施しておりま

す。なお、グランドハンドリングにおいては、令和８年度より業務範囲の拡大（ケータリ

ング等）が正式運用になる予定であることから、令和７年度においては、業務範囲拡大に

対応した新試験問題の作成やプレテストを実施し、試験実施機関として必要な準備を進め

てきました。 

CBT 化については、令和７年度も多くの受験者を集めているものの、エントリー数には

陰りが見え始めていることや、航空分野は一旦育成就労制度の対象外となったものの、今

後の動向を注視する必要があることから、令和７年度においては CBT 化を見送りまし

た。 

 

国土交通省 交通政策審議会 航空分科会 技術・安全部会 

2025 年 10 月 2 日と 2026 年 3 月 18 日に開催された第 21 回、第 22 回技術安全部会と、

2025 年 11 月から 2026 年 1 月にかけて 3 回開催された、その分科会である「今後の航空

安全管理のあり方に関する検討ワーキンググループ」に委員として参加し、航空安全プロ

グラム（SSP）の改正や航空安全実施計画（NASP）の策定に関する助言、検討を行いま

した。 

 



  

専門委員会 

本協会が実施する種々の事業を専門的な観点で検討し、促進を図って行くために今年度

も、整備士制度、グランドハンドリング、出版、シンポジウム、航空技術編集、訓練、

の各委員会を開催しました。 

 

・整備士制度委員会 

令和 7 年 8 月 28 日付で第 38 期第 1 回会議を書面で開催しました。 

下部組織の統合として、従来整備士制度委員会と出版委員会に設置されていた各下部組

織を、「整備士養成に係る図書出版検討会」として纏め、出版委員会の下部組織（分科

会）としたことについて概要説明を行いました。 

 

・出版委員会 

令和 7 年 8 月 28 日付で第 38 期第 1 回会議を書面で開催しました。 

下部組織（分科会）として統合した「整備士養成に係る図書出版検討会」のもと令和８

年度以降の図書改訂体制の整理や図書改訂方針の立案等を実施しました。 

 

・シンポジウム委員会 

令和 7 年 12 月 5 日に第 38 期第 1 回会議を書面で開催しました。9 月に実施の「空の

日・宇宙の日」記念特別講演会、10 月に実施の第 63 回飛行機シンポジウムの報告、令

和 8 年 2 月開催の第 38 回航空安全シンポジウムの予定について報告しました。 

 

・調査研究 

航空従事者学科試験問題の点検等の作業を受託すべく調整いたしましたが、来年度以降

にスケジュール変更となりました。今後も航空局からの受託業務に関しては、受託機会の

確実な取込みを行い、整備士養成などの諸課題解決に寄与する活動を行ってまいります。 

 

２．収益事業の推進 

図書頒布事業 

・図書の発行 

 新刊図書として、令和 8 年度中の刊行を目指して「かなマニ」シリーズ第三弾「かなり

マニアックな航空機整備 豆知識（仮題）」の準備を進めました。 

講座本については、より使いやすい図書をめざして改訂検討を進め、航空工学講座【3】

「航空機システム」の改訂版を令和 8 年 3 月に刊行しました。この改訂版の刊行により、約

12 年間をかけた航空工学講座【全 11 巻】の改訂作業が全て完了しました。来年度以降は、

「整備士養成に係る図書出版検討会」メンバー組織に著者業務を依頼し、誤記訂正や表記の

間違いの訂正等、微小な部分改訂を実施していきます。 

また、航空局検討会（航空整備士・操縦士の人材確保・活用に関する検討会）の検討結果

に基づき改定された「航空整備士実地試験要領」に対応して、試験項目 4 項目追加分を反映

させた航空機の基本技術（グリーンブック）の改訂版を令和 8 年 3 月に刊行しました。 

その他、毎年定例で行っている改訂では、令和 7 年 6 月 19 日までに発行されたサーキ

ュラーをまとめた「航空機検査業務サーキュラー集 追録第 62 号」（令和 7 年 12 月）を刊

行しました。また、令和 8 年度刊行となります、「新航空法規解説 第 22 版」（令和 8 年 5

月予定）、「2026 年版航空整備士学科試験問題集（問題編・解答編）」（令和 8 年 6 月予



  

定）の編集作業を進めました。なお、令和 5 年度 11 月期から航空従事者等学科試験が

Computer Based Testing（CBT）化されたことにより試験問題が公開されなくなったた

め、2027 年以降の「航空整備士学科試験問題集（問題編・解答編）」の刊行を取り止める

こととしました。 

また、関連する取り組みとして、技術協会の会員獲得・会員サービス向上を目指して、ホ

ームページに掲載している「学科試験能力診断テスト」のシステム改修（キーワード検索

機能、重複問題削除機能、出題履歴表示機能の追加）を実施しました。 

 

・図書頒布（図書の販売） 

令和 3 年 10 月に刊行した「かなりマニアック（かなマニ）」シリーズ第１弾の「飛行機

豆知識」は、出版から 4 年半で累計販売数が 19,000 冊を超え、令和 8 年度中に累計販売数

20,000 部に達する見込みです。令和 6 年 7 月に刊行した第 2 弾の「ヘリコプター豆知識」

も、累計販売数 4,000 部を超え、どちらも協会図書の主力商品となっています。 

引き続き、航空教室等における「かなマニ」シリーズのチラシ配布や、市中の大型書店へ

の POP や図書目録配布など、一般層への認知拡大も図りました。 

一方で、航空専門学校等の教科書的な位置付けとなっている「新航空法規解説 第 22

版」（令和 8 年 5 月予定）、および「「2026 年版航空整備士学科試験問題集（問題編・解答

編）」（令和 8 年 6 月予定）の刊行が遅れ、収益が次年度（令和 8 年度）にずれ込んだこと

などにより、図書頒布の収益は 160 万円程度予算を下回りました。 

３．公益法人事業基盤の整備／その他 

今年度は職員の働き方改革と能力開発の促進を図るための施策を実施しました。 

まず、職員の働き方改革に資する施策として、職員各自に i-phone を支給するとともに、

クラウドフォンの導入を実施し、円滑なリモートワークの実施を支援施策としました。ま

た、2026 年度後半に予定する事務所移転については、移転先候補を調査した結果、川崎市

の安田生命ビルを第一候補として調整を進めています。 

また、昨年導入したフレックスタイム制につきましては問題なく安定運用しており、リモー

トワークと併せて効果的に活用されています。 

次に、能力開発の促進を図る施策として、階層別教育、職能別訓練および自己啓発支援か

らなる研修を実施することでより効果的に人財成長を支援することとしました。今後、継続

的に職員の自律的成長を支援し、職員がより主体性を発揮した協会運営を目指すこととしま

す。 

 

 

Ⅱ．事業活動実績（4 月 1 日から 3 月 31 日まで） 

Ａ． 航空技術・航空安全の普及啓蒙 

（１）「航空教室」 

令和 5 年度より航空業界の魅力や楽しさを家族で実感してもらう事を目的に、メイン対

象者を小学 4 年生～6 年生とし、保護者と一緒に参加してもらう航空教室へ方向転換をしま

した。令和 7 年度は、6 月に（公社）日本航空機操縦士協会との共催で『 Fly with us ＆ 

Yes I Can 航空教室（ANA）』を羽田空港（新整備場）において実施しました。 

ふだん飛行機を利用する際でも直に接することのない整備士、グラハン、パイロット、CA



  

による講話を実施、その後、格納庫では間近で機体見学をすることが出来、子供だけでなく

保護者の印象にも残るイベントとなりました。 

3 月には、『 航空整備のお仕事紹介！航空教室（JAL）』を開催しました。 

また、一昨年・昨年に続き、名古屋でも航空教室を開催しました。 

今年度は、県営名古屋空港内にある「あいち航空ミュージアム」の施設を利用して、航空エ

ンジンにかかるお仕事紹介、ミュージアム内の体験コーナーにて実際の工具を用いた整備体

験を実施しました。 

各「航空教室」開催の周知については、今まで通りの SNS を利用するほか、羽田開催では

東京都のイベント紹介ページ、名古屋地区ではあいち・なごやエアロスペースコンソーシア

ムのご協力を得て、募集をしました。 

上記航空教室には「空の日」・「空の旬間」実行委員会に協賛いただきました。 

 

「航空広報戦略推進協議体の取組み」 

「女性航空教室」：全日本空輸株式会社にて実開催（1.24） 

国土交通省 航空局の後援 

 

（２）シンポジウム 

①「空の日・宇宙の日」記念特別講演会 

・2025 年 9 月 2 日 

・航空会館＋オンライン配信／（一社）日本航空宇宙学会、（一財）日本航空協会と共催 

・参加者:会場聴講者＋Web 視聴者= 400 名 

・【講演】 

「ジェットエンジン整備の概要と DX 化の取り組みについて」 

ANA エンジンテクニクス(株) 整備部 部長    善家 亮介 氏 

  

② 第 63 回飛行機シンポジウム 

・2025 年 10 月 15 日～10 月 17 日  

・沖縄県 市町村自治会館(那覇市)/（一社）日本航空宇宙学会と共催 

・参加者：会場聴講者=400 名 

【特別講演】「つながり」で部品供給を変える！ ～パートナー・仲間・データで築く部品

供給改革ロードマップ～」 

（株）JAL エンジニアリング 世古 明史 氏 

 

【企画講演】「複合材主翼組立 三次元計測による組立精度向上」 

   三菱重工（株）    河野 恵多 氏 

「航空機組立における有機溶剤作業に対する労働安全対策設備の開発」 

川崎重工（株）     永田 卓也 氏 

「深層距離学習を用いた航空機部品の塗装欠陥検出」 

（株）SUBARU     土屋 順平 氏 



  

「航空輸送に伴う Non-CO2 排出（特に飛行機雲）がもたらす地球温暖化への

影響と国際社会の取り組み」 

（株）I H I     加賀谷 諒 氏 

「整備業務における AI の活用について」 

全日本空輸（株）    杉原 元気 氏 

③ 第 38 回航空安全シンポジウム 

・2026 年 2 月 27 日 

・航空会館＋オンライン配信 /当協会単独主催 

・参加者:会場聴講者＋Web 視聴者= 170 名 

・【講演 1】 

「次世代航空機による脱炭素に向けた対応」 

国土交通省航空局 安全部 航空機安全課長    清水   哲 氏 

・【講演 2】 

「ロバスト低ブーム超音速機設計技術実証」 

JAXA 航空技術部門 Re-BooT プロジェクトチーム    牧野 好和 氏 

・【講演 3】 

「ANA 整備部門における安全文化醸成の歩み ～e. ASSERTION から e. PSC

への展開～」 

全日本空輸（株） 整備センター 品質保証室    川井   渉 氏 

 

 

Ｂ．航空界の活動支援及び能力開発 

（１）講習会 

定例講習会を教室とオンラインのハイブリッド型で実施、受託講習会は講師派遣、また協会

教室での実施による開催、開催回数は計 76 回（ 定例講習 52 回・受託講習 24 回 ）で受講者

数 952 名（ 定例講習；572 名・受託講習；380 名 ）の実績をあげました。 

① 航空法規講習会（64 名） 

第 64 回 (協会教室・オンライン） 受講者 8 名       (05.15) 

第 65 回 (協会教室・オンライン） 受講者 7 名         (06.11) 

第 66 回 (協会教室・オンライン） 受講者 8 名     (07.09) 

第 67 回 (協会教室） 受講者 6 名     (08.06) 

第 68 回 (協会教室・オンライン） 受講者 11 名     (09.05) 

第 69 回 (協会教室・オンライン） 受講者 12 名     (11.06) 

第 70 回 (協会教室・オンライン） 受講者 6 名     (02.05) 

第 71 回 (協会教室・オンライン） 受講者 6 名     (03.10) 

② 航空業界入門講習会（13 名） 

第 25 回（協会教室）     受講者 6 名    (05.21～05.22) 

第 26 回（協会教室・オンライン） 受講者 7 名    (11.19～11.20) 

③ 整備管理従事者講習会【入門編】（23 名） 

第 20 回（協会教室・オンライン）     受講者 11 名     (07.23～07.24) 

第 21 回（協会教室・オンライン）     受講者 12 名     (11.26～11.27) 



  

④ 整備管理従事者講習会【航空機耐空性管理コース】（35 名） 

第 26 回（協会教室・オンライン） 受講者 14名   (08.20～08.21) 

第 27 回（協会教室・オンライン） 受講者 8 名   (12.03～12.04) 

第 28 回（協会教室・オンライン） 受講者 13 名   (03.04～03.05) 

⑤ 品質管理講習会【基礎編】（26 名） 

第 16 回（協会教室・オンライン） 受講者 5 名  (04.24) 

第 17 回（協会教室・オンライン） 受講者 10 名 (08.05) 

第 18 回（協会教室・オンライン） 受講者 6 名  (10.16) 

第 19 回（協会教室） 受講者 5 名  (01.15) 

⑥ 品質管理講習会【実務編】（35 名） 

第 17 回（協会教室・オンライン） 受講者 13 名  (06.03～06.04) 

第 18 回（協会教室・オンライン） 受講者 16 名 (09.03～09.04) 

第 19 回（協会教室・オンライン） 受講者 6 名 (11.12～11.13) 

第 20 回（協会教室・オンライン）※開催なし 受講者 0 名 (02.17～02.18) 

⑦ はじめてでもわかるヒューマンファクター（HF）講習会（57 名） 

第 17 回（協会教室・オンライン） 受講者 12 名   (05.14) 

第 18 回（協会教室・オンライン）             受講者 22 名  （07.10) 

第 19 回（協会教室・オンライン）             受講者 12 名  （10.01) 

第 20 回（協会教室・オンライン）             受講者 11 名  （02.10) 

⑧ ヒューマンファクターリカレント(HFR)講習会（62 名） 

第 24 回（協会教室・オンライン） 受講者 16 名   (06.12) 

第 25 回（協会教室・オンライン）             受講者 18 名  （09.17) 

第 26 回（協会教室・オンライン）              受講者 21 名   （11.05) 

第 27 回（協会教室・オンライン）           受講者 7 名  （02.04) 

⑨ ヒューマンファクターアドバンス講習会（39 名） 

第 34 回（協会教室・オンライン） 受講者 15 名     (09.24～09.25) 

第 35 回（協会教室・オンライン） 受講者 14 名      (01.21～01.22) 

第 36 回（協会教室） ※追加開催 受講者 10 名      (03.18～03.19) 

⑩ SMS（安全マネジメント）講習会（57 名） 

第 58 回（協会教室） 受講者 5 名  (05.16) 

第 59 回（協会教室・オンライン） 受講者 19 名 (07.04) 

第 60 回（協会教室・オンライン） 受講者 18 名  (10.10) 

第 61 回（協会教室・オンライン） 受講者 15 名 (01.16) 

⑪ 内部品質監査講習会（68 名） 

第 64 回（協会教室・オンライン） 受講者 21 名   （06.18) 

第 65 回（協会教室・オンライン）※追加開催 受講者 10 名   （07.15) 

第 66 回（協会教室・オンライン） 受講者 21 名   （10.09) 

第 67 回（協会教室）      ※追加開催 受講者 5 名   （11.11) 

第 68 回（協会教室・オンライン） 受講者 11 名   （03.03) 

⑫ 航空用英語学習講習会【入門編】（0 名） 

第 8 回（協会教室・オンライン） ※開催なし 受講者 0 名   （07.03) 

⑬ 航空用英語学習講習会【基礎編】（0 名） 

第 6 回（協会教室・オンライン）  ※開催なし 受講者  0 名   (08.07) 

⑭ 航空用英語学習講習会【応用編】（0 名） 



  

第 14 回（協会教室・オンライン） ※開催なし    受講者  0 名   (02.20)    

⑮ 航空用英語学習講習会【発展編】（0 名） 

第 5 回（協会教室・オンライン）  ※開催なし   受講者  0 名   (03.11)    

⑯ アビオニクスの基礎講習会（37 名） 

第 87 回（協会教室・オンライン） 受講者 12 名   （06.25～06.27) 

第 88 回（協会教室・オンライン） 受講者  6 名   （09.09～09.11) 

第 89 回（協会教室・オンライン） 受講者 12 名   （10.29～10.31) 

第 90 回（協会教室・オンライン） 受講者 7 名   （02.24～02.26) 

⑰ エレクトリックの基礎講習会（20 名） 

第 6 回（協会教室・オンライン） 受講者 13 名   （07.16～07.17) 

第 7 回（協会教室・オンライン） 受講者 7 名   （12.10～12.11) 

⑱ 基本技術講習会（19 名） 

第 103 回（全日本空輸 ㈱） 受講者 11 名       (08.12～08.21) 

第 104 回（日本航空 ㈱） 受講者 8 名       (01.06～01.16) 

⑲ 法の実務的運用講習会（17 名） 

第 4 回（協会教室・オンライン） 受講者 12 名   （09.18) 

第 5 回（協会教室・オンライン） 受講者 5 名   （02.12) 

⑳ 受託講習会（講師派遣形態）（380 名） 

技術系入門（中日本 名古屋） 受講者 28 名 (04.04～04.05) 

大型飛行機解説（サンコーエアセルテック協会教室） 受講者  5 名 (04.09～04.11) 

内部品質監査（JCAS 協会教室） 受講者  4 名 (04.30) 

航空法規 (エアロトヨタ 新木場)  受講者 11 名       (05.08) 

HFR (KAFCO 羽田三愛石油内)  受講者 28 名      (07.17) 

航空法規 (スバル 栃木)  受講者 33 名      (07.24) 

大型飛行機解説（国土交通省 協会教室） 受講者 4 名 (07.28～07.31) 

はじめて HF（セントラルヘリ 名古屋） 受講者 11 名      (07.29) 

はじめて HF①（本田航空 桶川） 受講者 34 名      (08.22) 

はじめて HF②（本田航空 桶川） 受講者 29 名      (08.26) 

航空法規（セントラルヘリ 名古屋） 受講者 20 名      (08.28) 

英語入門（日本飛行機 大和）           受講者 13 名    (09.24) 

SMS（豊田労働基準協会 豊田市）         受講者25 名    (10.20) 

HF（国土交通省 千葉） 受講者 10 名      (10.29) 

SMS（国土交通省 千葉） 受講者 10 名      (10.30) 

SMS（KAFCO オンライン） 受講者 16 名      (10.30) 

SMS①（新日本ヘリ 東陽町） 受講者 11 名      (11.10) 

はじめて HF③（本田航空 桶川） 受講者 25 名      (11.28) 

SMS（三愛オブリ 羽田） 受講者 9 名      (01.07) 

回転翼航空機解説（国土交通省 協会教室） 受講者 5 名 (01.19～01.21) 

SMS②（新日本ヘリ 東陽町） 受講者 16 名      (01.23) 

はじめて HF④（本田航空 桶川） 受講者 23 名      (01.28) 

回転翼航空機解説（国土交通省 航空局） 受講者 5 名 (02.24～02.26) 

大型飛行機解説（国土交通省 協会教室） 受講者 5 名 (03.23～03.27) 

 



  

（２）機関誌 

機関誌「航空技術」の各号における特集記事は以下の通り。 

(＊：本協会による表彰事案の詳細紹介の記事) 

レオナルドヘリコプターズ AW09 次世代シングルタービンヘリコプター  （4月号） 

ANA、整備士と技術スタッフへ「パワーナップ」を導入    （4月号） 

JAL、グランドハンドリングコンテストを実施     （4月号） 

ACT FOR SKY シンポジウム（2）      （4月号） 

磁気軸受スピンドルを用いた難削材への高品質孔開け    （5 月号）  

羽田空港第 2 ターミナル北側部分の供用を開始    （5 月号） 

デジタルライフライン全国総合整備計画によるドローン航路が世界初開通 （5 月号） 

ACT FOR SKY シンポジウム（3）      （5 月号） 

JAL、大阪・関西万博で「空飛ぶクルマ」体験施設を公開   （6 月号）  

大阪・関西万博での eVTOL 機展示      （6 月号） 

ANA、旅客機にリブレット加工フィルム「AeroSHARK」を実装  （6 月号） 

ACT FOR SKY シンポジウム（4）      （6 月号） 

遺伝的アルゴリズムによる薄層 CFRP の積層構成最適化   （7 月号） 

＊コーヒーメーカーの満水センサー誤検知による不具合解明による取り卸し削減（7 月号）  

国産 SAF、旅客便に国内初供給      （7 月号） 

令和 6 年度 日本航空技術協会「会長賞」受賞者    （8 月号） 

実用化された国産 SAF、羽田空港で供給開始     （8 月号） 

Peach、総合訓練施設「MOMO TRAINING LAB」を公開   （9 月号） 

Japan Drone 2025        （9 月号） 

ANAHD、NCA の子会社化による式典を成田空港で開催   （9 月号） 

大阪・関西万博で飛行した「空飛ぶクルマ」の社会実装への取り組み  （10 月号） 

＊航空機地上支援車両の EV コンバージョン     （11 月号） 

ANAHD と Joby、大阪・関西万博でデモフライトを実施    （11 月号） 

INTERNATIONAL PARIS AIR SHOW 2025（上）     （11 月号） 

＊ストレッチャー 大改革プロジェクト     （12 月号） 

INTERNATIONAL PARIS AIR SHOW 2025（下）    （12 月号） 

3M ジャパン、高所作業の安全対策を公開     （1 月号） 

＊製品保管における省スペース化改善     （1 月号） 

ヒューマンエラー対策最前線：各社の挑戦【 第 1 回】 ～「自問自答」で変わる、現場の意

識～          （1 月号） 

「第 34 回全国産業用無人ヘリコプター飛行技術競技大会」開催  （1 月号） 

「第 2 回 ANA グループグランドハンドリングスキルコンテスト」開催  （1 月号） 

「産学官連携 2025 年度航空機整備技能コンテスト」開催報告  （2 月号） 

自動運転レベル 4 トーイングトラクター、実用化    （2 月号） 

National Championship Air Races and Air Show FIRST FLAG at ROSWELL 2025 

（2 月号） 

＊PW1100G ENGINE 再使用処置不可低減に向けた取り組み   （3 月号） 

航空機整備業務における AI の活用について     （3 月号） 

ANA、ボーイング 777 型機の就航 30 周年記念イベントを実施  （3 月号） 

 



  

Ｃ．航空技術者の育成と航空界貢献者への表彰 

（１）「会長賞」表彰 

今年度は、【企業・団体部門】の推薦案件 34 件及び【学校部門】の推薦案件 2 件に対して表

彰審議会において選考・審査した結果、下記の個人又はグループに会長賞、表彰審議会委員長

特別賞、奨励賞を授与しました。 

【企業・団体部門】（敬称略） 

○会 長 賞（1 件） 

研究・開発の部： 三菱重工航空エンジン（株）・整備部 整備技術課 西川良昭 

「協働ロボット導入による受入検査工程の工数削減と属人化解消の 

取り組み」 

○表彰審議会委員長特別賞（4 件） 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・髙木雄一朗/山本真由/加藤明里/平地燎/ 

小杉康太/佐々木佑一 

「航空機 3D モデルを活用した情報プラットフォーム 4Mee.開発」 

研究・開発の部： （株）JAL エアテック・（株）JAL エアテック/（株）JALUX/日本航空（株）

/（株）タジマモーターコーポレーション 

「水素燃料電池を用いた航空機牽引車の実証について」 

研究・開発の部： 川崎重工業（株）航空宇宙システムカンパニー・永田卓也/福代諒佑/長瀬美

沙/渡口翼 

「第 63 回飛行機シンポジウム（2025）発表 

航空機組立における有機溶剤作業に対する労働安全対策設備の開発」 

業務改善の部： ANA エンジンテクニクス（株）・整備部整備第 4 課 齋木勇/道下亮人/ 

日髙良太/小野僚吾 

「B787 型機 Pylon Scal Depressor の修理体制構築と独自治具開発による 

AOG 回避と大幅なコスト削減」 

  ○奨 励 賞（29 件） 

研究・開発の部： （株）JAL エンジニアリング・技術部システム技術室機体技術グループ 

 「航空機塗料を用いたリブレット技術の開発及び飛行実証」 

業務改善の部： ANA ベースメンテナンステクニクス（株）・ANA ベースメンテナンステ

クニクス（株）筧真一/片倉健吾 全日本空輸（株）國武義昌/山本優也/草

野勝大 

「客室装備品の修理再生を通じた客室美観の回復と新規購入部品の抑制に

よるコスト削減」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・井上修吾 

「エンブラエル機 重整備 Task Card Access Panel Open/Close 項目の自 

動消込 AI 開発」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・大黑琢也/浅井祥平/肥田大雅/太田裕樹 

「ボーイング 787 型機 A/C HEAT EXCHANGER CLEANING 新手法 

の早期確立」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・上舘光 

「エンブラエル機 Light Tester の製作と導入」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・日本航空（株）台北桃園空港所 

整備セクション 



  

「ボーイング 767 型機 Freighter 結露防止 Project」 

業務改善の部： 全日本空輸（株）・整備センター 部品事業室 原動機整備部 エンジン整備

第 1 課 古俣創（支援者）中村健人/山根惇平/堀江嶺太郎 

「TRENT1000 エンジン整備 における「Vertical Method」導入による生

産性向上」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・髙橋尚樹/川島正一 

「NRT Team Ship Shop 連携体制の確立」 

業務改善の部： ANA ベースメンテナンステクニクス（株）・南條勇/黒田巧/加藤重雄/清水

龍児/笹木一成/御領原享平 

「B787 型機主脚ブッシング交換時の工数削減による整備工期短縮につい

て」 

業務改善の部：  ANA ベースメンテナンステクニクス（株）・ANA ベースメンテナンステ

クニクス（株）小坂圭司/濵門亮佑/全日本空輸（株）犬塚鉄平 

「B787 型機 SLAT GRA Pinion Gear 交換専用 TOOL の導入に向けた取

組み」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・舘野桜/石川宏美/後藤哲也/神建絢/ 

小林健介/吉本希望 

「ボーイング 777 型機 Armrest Leather cover の修理開発」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・安藤龍哉/倉重雄樹 

「ボーイング 787 型機 Compartment Latch の強化バネへの換装による

品質向上施策」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・森新 

「3D プリンターを活用した自社整備用 Tool 製作」 

教育訓練の部：  ANA ベースメンテナンステクニクス（株）・整備業務部 西田宣夫 

「特定技能外国人の訓練における「自律型 DX 口述教育モデル」の構築 

～日本語（口頭）を使った訓練を自習できるシステムの構築～」 

業務改善の部： 全日本空輸（株）・河内翔大/秋山遊/波多野良洋/神野武/富田修平/小倉直之 

「貨物コンテナを止めるな！ONE TEAM で挑む、 B787 CARGO PDU

不具合修復大作戦！」 

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・上水流崇之/宮崎圭輔 

「AD2024-0182R1 対象外の TrentXWB-75 ENG Fuel Manifold の不具 

合発見報告による AD 新規発行」 

業務改善の部：  全日本空輸（株）・髙木淳史/李唯汀/村上凌我/吉山竜平/片山智貴/中島敦之

「海外 MRO における A321neo 型機の保存整備管理業務の体制構築」 

教育訓練の部： （株）JAL エンジニアリング・安全衛生部 

「五感で学ぶ「危険体感施設」の創設と運用による航空機整備現場の 

安全文化醸成」 

業務改善の部： ANA ラインメンテナンステクニクス（株）・ANA ラインメンテナンステ

クニクス（株）志賀達也/谷口千博 全日本空輸（株）青木悠紀/星野力 

「WEB アプリ開発による、ライン整備における整備士の勤怠及び作業工

程管理の改善について」 

業務改善の部： ANA ラインメンテナンステクニクス（株）・湯山紘章/伊藤和貴 

「全機種 DOWN LINK CHAT 開設について」 



  

業務改善の部： （株）JAL エンジニアリング・甲斐直/今村吉宏 

「CF6 Engine Forward Shaft Rivet RMV Guide の製作」 

業務改善の部： ANA ラインメンテナンステクニクス（株）・糸数悠介/（メンバー）成田

昂          弘/森村俊紘 

「夜間作業準備の DX 化について」 

教育訓練の部： ANA ベースメンテナンステクニクス（株）・福滿隆太/柳井隆宏/畑山駿斗 

「B787 新規一等航空整備士受験生の DX 学習サポートの導入について」 

教育訓練の部： （株）JAL エンジニアリング・佐々木瑠星/庄司憲市 

「職場紹介ボードの製作」 

業務改善の部： 両備ホールディングス（株）・両備スカイサービスカンパニー グランドハ

ンドリング部インストラクターチーム 

 「岡山発！グラハン新常識『アセリハット』～“アセリ”を知れば、“安全”

が進化する～」 

業務改善の部： ANA ラインメンテナンステクニクス（株）・小山内翔太 

「地方基地における当日出勤人員&便情報表示アプリ作成」 

業務改善の部： 多摩川エアロシステムズ（株）・整備部１課１班 生産性改善チーム 

「書類作成時間の削減～使用計測器記入表 作成自動化～」 

      業務改善の部： アイベックスエアラインズ（株）・整備部 

「交換頻度の高い部品の集約化」 

業務改善の部： 三菱重工航空エンジン（株）・長崎製造部 長崎検査管理課 検査係 検査班 

        廣山優一陵/田尻隆浩/林田晃司 

        「PW1100G-JM エンジンの燃焼器ケースの検査工数低減」   

【学校部門】 

○会 長 賞（1 件） 

 学校教育の部： 日本航空大学校・北海道校・航空整備科 

「ランディングギアトレーナーの作成」 

○奨 励 賞（1 件） 

学校教育の部： （学）君が淵学園 崇城大学・杉本卒研室 

岩切昭憲/仲村亮輝/山下洋斗/中尾恒太/沼田航季/山之口央人 

（指導教員）杉本善伸 

「SOJO BOM(Bill of Materials)システムの DX 化」 

 

（２）学生奨励金 

本協会の賛助会員である航空専門学校の航空整備学科（コース）以外の学生会員に対し、航

空界の人材育成の促進を図ることを目的に、表彰審議会において選考・審査のうえ、下記 4 校

9 名に奨励金を支給しました。 

・日本航空大学校・北海道校  ・中日本航空専門学校   ・日本航空大学校・石川校 

・国際航空専門学校 

 

（３）卒業生への「会長賞」表彰 

航空界を目指す学生の向上心を高めてもらう一助として、表彰審議会において選考・審査し、

学業優秀な卒業生 9 校 9 名（本協会の賛助会員である学校の学生会員）に授与しました。 

・日本航空高等学校 石川  ・日本航空大学校・石川校 



  

・日本航空大学校・北海道校 ・大阪航空専門学校  ・成田国際航空専門学校 

・東日本航空専門学校     ・国際航空専門学校  ・中日本航空専門学校  

・崇城大学 

 

（４）叙勲、褒章、国土交通大臣表彰、東京航空局長表彰、大阪航空局表彰、 

航空関係功労者については、表彰審議会において選考し必要に応じ推薦順位を付与し、当局

に表彰候補者の推薦を行いました。 

航空関係功労者表彰受賞者（敬称略） 

○黄綬褒章（春）（6 名）： 有海 和寿  大森 章生  髙江洲順也  竹内 繫吉 

               増島 健三  横山  実 

○黄綬褒章（秋）（4 名）： 中村  寛  西田 克彦  山村 壽彦  吉田 健志 

○国土交通大臣表彰（8 名）： 栗山 美昭 前原 賢豪 西野 大作 木下 陽介 

  井上 孝宏  佐柄 修三  寺尾 紀之  本多  勉 

○東京航空局長表彰（15 名）： 森谷  淳 舘野  章 星野  肇 乗松 睦生 

 太田  稔 進士 明良 中島 勝利 渡邉  勝 

 中澤 一郎 尾﨑 正路 天沼 克也 小川  健 

 福地 昌已 井上 尚一 谷川 俊輔 

○大阪航空局表彰（5 名）： 菊地 靖之 柴原 健士 古田 雅彦 林  正明 

 長屋  強  

 

Ｄ．情報の発信、調査研究 助言・提言事業 

（１）コンサルタント（助言） 

文部科学省「「職業実践専門課程」 

東日本航空専門学校、中日本航空専門学校、成田国際航空専門学校、大阪航空専門学校、日

本航空大学校・北海道校、国際航空専門学校が実践的かつ専門的な能力を育成することを目的

として教育を行う文部科学省「職業実践専門課程」の教育課程編成委員会及び学校関係者評価

委員会に学外委員として参画し、継続的に助言・提言を実施しました。 

 

（２）「航空機整備士・製造技術者養成連絡協議会」 

「航空機整備士・製造技術者養成連絡協議会」は、新たに設置された「航空広報戦略推進

協議体」に引き継ぐ形で発展的解消となりました。 

○整備士養成ワーキンググループ 

・整備士の英語能力の向上 

スマートフォン用 Web ページ「スマホで航空英単語」については、アクセス数が約 7.1

万件となり、順調に利用者数が伸びています。 

・整備管理従事者の養成 

整備管理従事者講習会【入門編】（2 日間コース）及び【専門編】と位置づけた「航空

機耐空性管理コース（法と運用、MRB,MEL）」（2 日コース）を継続して（入門編× 

2 回、専門編×3 回）実施しました。 

    ・整備士の技量・技能の維持・伝承 

      令和 5 年度から取り組みをはじめた、日本航空技術協会主催の産学官連携による「航

空機整備技能コンテスト」は、今回 13 チームにて日頃の業務や学習で得た技術を競

い、同時に他社や他校の選手との交流・航空機整備の理解を深めました。 



  

     ・中長期的な整備士の養成のあり方に関する検討、外国人材の活用等 

      整備士養成のあり方検討については、「国土交通大臣指定航空従事者養成施設連絡協

議会」へ参画しました。  

また、「航空整備士育成支援プログラム」～空の安全を将来にわたって確保していく

ために～無利子貸与型奨学金制度には 87 名の応募がありました。 

外国人材の活用に係る制度については、特定技能 2 号評価試験（航空機整備）を実

施しました。 

 

○裾野拡大ワーキンググループ 

・現役の女性操縦士・女性整備士による講演会の開催 

今年度より航空広報戦略推進協議体として令和 8 年 1 月 24 日に東京都大田区にある ANA 

Blue Base にて実施しました。 

 

（３）特定技能評価試験事業  

航空分野における航空機整備職と空港グランドハンドリング職に係る「特定技能評価試験実

施機関」として、関係する省庁や企業と連携して、今年度は、航空機整備職に係る試験をモン

ゴル、フィリピンで実施し、空港グランドハンドリング職に係る試験を国内では東京、千葉、

大阪、福岡、名古屋で、海外はフィリピン、ネパール、インドネシア、スリランカ、バングラ

デシュの 5 ヶ国で実施しました。 

○航空機整備 

・4 月 23 日、国内第 1 回特定技能評価 2 号試験を東京で実施しました。 

 （受験者 1 名、合格者 1 名、合格率 100％） 

・6 月 11 日、15 日、海外第 7 回特定技能評価 1 号試験をフィリピンで実施しました。 

（受験者 34 名、合格者 23 名、合格率 67.6%） 

・3 月 28 日、海外第 8 回特定技能評価 1 号試験をモンゴルで実施しました。 

（受験者 16 名、合格者 9 名、合格率 56.3%） 

 

○空港グランドハンドリング 

【特定技能 1号】 

・4 月 13 日、15 日、17 日海外第 13 回目特定技能評価試験をフィリピンにおいて実施し

ました。（受験者 463 名、合格者 330 名、合格率 73.2％） 

・5 月 2 日東京都、6 日大阪府、7 日福岡県で第 23 回特定技能評価試験を実施しまし 

た。（受験者 244 名、合格者 151 名、合格率 61.9％） 

・7 月 7 日、8 日海外第 14 回特定技能評価試験をネパールにおいて実施しました。 

（受験者 291 名、合格者 230 名、合格率 79.0％） 

・8 月 9 日、10 日海外第 15 回特定技能評価試験をスリランカにおいて実施しました。 

（受験者 233 名、合格者 122 名、合格率 52.4％） 

・9 月 2 日東京都、4 日愛知県、5 日大阪府で第 24 回特定技能評価試験を実施しまし 

た。（受験者 280 名、合格者 178 名、合格率 63.6％） 

・9 月 27 日、28 日、30 日海外第 16 回特定技能評価試験をインドネシアにおいて 

実施しました。（受験者 391 名、合格者 145 名、合格率 37.1％） 

・10 月 25 日、26 日、28 日海外第 17 回特定技能評価試験をフィリピンにおいて実施しま 

した。（受験者 305 名、合格者 195 名、合格率 63.9％） 



  

・11 月 25 日東京都、27 日千葉県、12 月 3 日福岡県、4 日大阪府で第 25 回特定技能評価

試験を実施しました。（受験者 388 名、合格者 207 名、合格率 53.4％） 

・1 月 24 日、25 日海外第 18 回特定技能評価試験をスリランカにおいて実施しました。 

（受験者 397 名、合格者 213 名、合格率 53.7％） 

・2 月 23 日千葉県、25 日東京都、26 日愛知県、27 日大阪府で第 26 回特定技能評価試験

を実施しました。（受験者 344 名、合格者 168 名、合格率 50.3％） 

・3 月 13 日海外第 19 回特定技能評価試験をバングラデシュにおいて実施しました。 

 （受験者 139 名、合格者 100 名、合格率 71.9％） 

 

【特定技能２号】 

・5 月 2 日東京都で第 1 回特定技能 2 号試験を実施しました。 

（受験者 33 名、合格者 3 名、合格率 9.1％） 

・11 月 26 日東京都で第 2 回特定技能 2 号試験を実施しました。 

（受験者 77 名、合格者 5 名、合格率 6.5％） 

 

（４）国土交通省 交通政策審議会 航空分科会 技術・安全部会 

第 22 回（10 月 2 日）および第 23 回（3 月 18 日）に国土交通省 交通政策審議会 航空分科

会 技術・安全部会が開催され、委員として参加しました。 

 

Ｅ．図書頒布事業 

主な図書の販売実績は以下のとおりです。 

【改訂版】 

航空機の基本技術（第 10 版） ※3 月刊行   700 冊 

航空工学講座【3】航空機システム（第 5 版）※3 月刊行  534 冊 

 

【その他】 

航空工学講座【1】航空力学 1,034 冊 

航空工学講座【2】飛行機構造 684 冊 

航空工学講座【3】航空機システム（旧版） 217 冊 

航空工学講座【4】航空機材料 638 冊 

航空工学講座【5】ピストン・エンジン 504 冊 

航空工学講座【6】プロペラ 506 冊 

航空工学講座【7】タービン・エンジン 873 冊 

航空工学講座【8】航空計器 793 冊 

航空工学講座【9】航空電子・電気の基礎 592 冊 

航空工学講座【10】航空電子・電気装備 884 冊 

航空工学講座【11】ヘリコプタ 293 冊 

学科試験ガイド 25 冊 

航空整備士実地試験要領 22 冊 

航空力学 Ⅰ 252 冊 

航空力学 Ⅱ 51 冊 

ザ・ジェット・エンジン 125 冊 

ヒューマンファクターの基礎 249 冊 



  

航空整備士ハンドブック 62 冊 

航空機の基本技術（旧版）                            709 冊 

航空機の基本技術 基本工具 編 427 冊 

航空機整備作業の基準 ＡＣ－４３ 86 冊 

新航空法規解説 196 冊 

航空機のグランドハンドリング 674 冊 

飛行機の構造設計 108 冊 

旅客機の開発史 10 冊 

空を飛ぶはなし 565 冊 

航空電子入門 126 冊 

航空英語入門 61 冊 

航空電気入門 123 冊 

航空工学入門                                 180 冊 

アビオニクスレッスン 212 冊 

新・これから学ぶ 航空機整備英語マニュアル 366 冊 

【問題編】2025 年版 整備士学科試験問題集 144 冊 

【解答編】2025 年版 整備士学科試験問題集 148 冊 

航空機構造破壊 32 冊 

ご隠居のヒコーキ小噺 52 冊 

航空輸送１００年 安全性向上の歩み 15 冊 

サーキュラー集原本（追録 60 号まで含む）                    17 冊 

航空機検査業務サーキュラー集 追録 61 号 49 冊 

航空機検査業務サーキュラー集 追録 62 号 79 冊 

ヘリコプター・フライング・ハンドブック 60 冊 

航空技術英単語 151 冊 

かなりマニアックな飛行機豆知識 3,315 冊 

かなりマニアックなヘリコプター豆知識 1,241 冊 

 

Ｆ．その他公益活動 

以下の通り他団体の活動に協力している。 

①  （公財）航空輸送技術研究センター 評議員 

②  （一財）航空医学研究センター 理事 

③  （一財）日本航空協会 理事 

④  （一財）航空保安無線システム協会 評議員 

⑤  （一財）航空保安施設信頼性センター 評議員 

⑥  （一社）日本非破壊検査協会「非破壊検査技術者技量認定委員会」委員 

⑦  （一社）日本非破壊検査協会「日本非破壊検査協会諮問委員会」委員 

⑧  「空の日」・「空の旬間」実行委員会 監事、幹事会幹事 

⑨  （一社）日本航空宇宙学会「飛行機シンポジウム」企画幹事会 幹事 

⑩  （公財）防衛基盤整備協会「異議処理・苦情等処理委員会」委員 

 

Ⅲ．会員数の現状 

Ａ．個人会員総数（令和 8 年 3 月 31 日現在） 



  

 

（１） 正 会 員 

  

 

 

（２）学生会員 

 

 令和 6 年度 令和 7 年度 会員数増減 

大阪航空専門学校 44 名 50 名 6 名 

国際航空専門学校 180 名 210 名 30 名 

中日本航空専門学校 387 名 422 名 35 名 

成田国際航空専門学校 56 名 57 名 1 名 

日本航空大学校・石川校 237 名 193 名 -44 名 

日本航空大学校・北海道校 364 名 391 名 27 名 

東日本航空専門学校 30 名 32 名 2 名 

崇城大学 70 名 53 名 -17 名 

その他 7 名 6 名 -1 名 

合計 1,375 名 1,414 名 39 名 

 

 

Ｂ．賛助会員（令和 8 年 3 月 31 日現在） 153 社 

 

（１）航空運送事業者                                                             38 社 

アイベックスエアラインズ（株）      アカギヘリコプター（株） 

朝日航空（株）              エアロトヨタ（株） 

アジア航測（株）             天草エアライン（株） 

ＡＮＡウィングス（株）                    エクセル航空（株） 

（株）オンリーユーエア           岡山航空（株） 

 オールニッポンヘリコプター（株）      オリエンタルエアブリッジ（株） 

国土航空（株）               共立航空撮影（株） 

四国航空（株）                             ジェットスター・ジャパン（株） 

静岡エアコミュータ（株）                  新中央航空（株） 

 令和 6 年度 令和 7 年度 会員数増減 

航空運送事業者 1,398 名 1,374 名 -24 名 

整備・製造会社 995 名 1,145 名 149 名 

空港関連事業者 50 名 62 名 12 名 

官公庁 188 名 182 名 -10 名 

学校 67 名 65 名 -2 名 

報道関係・団体等 52 名 49 名 -3 名 

その他 426 名 398 名 -28 名 

合計 3,176 名 3,275 名 94 名 



  

新日本ヘリコプター（株）                  スカイネットアカデミー（株） 

スカイマーク（株）                       （株）スターフライヤー 

全日本空輸（株）                          セントラルヘリコプターサービス（株） 

ダイヤモンドエアサービス（株）            東邦航空（株） 

東北エアサービス（株）                    中日本航空（株） 

西日本空輸（株） 日本エアコミューター（株） 

日本貨物航空（株） 日本航空（株） 

日本トランスオーシャン航空（株） Ｐｅａｃｈ・Ａｖｉａｔｉｏｎ（株） 

（株）フジドリームエアラインズ            フジビジネスジェット（株） 

北海道航空（株）                          琉球エアーコミューター（株） 

          

（２）整備・製造会社 38 社 

（株）ＩＨＩ ＡＮＡエアロサプライシステム（株） 

ＡＮＡコンポーネントテクニクス（株） ＡＮＡエンジンテクニクス（株） 

ＡＮＡラインメンテナンステクニクス（株） ＡＮＡベースメンテナンステクニクス

（株）ＳＰＰ長崎エンジニアリング（株）  ＭＲＯＪａｐａｎ（株）  

ＭＨＩエアロエンジンサービス（株）        川崎重工業（株） 

菊水電子工業（株）                        金属技研（株） 

（株）ＫＪＴＤ                            航空機材（株） 

（株）ジャプコン                         （株）ジャムコ 

（株）ＪＡＬエンジニアリング              新明和工業（株） 

スカイレーベル（株）                     （株）ＳＵＢＡＲＵ 

豊富産業（株） 多摩川エアロシステムズ（株） 

多摩川スカイプレシジョン（株）            角田電機工業（株） 

沖電気工業（株）                          東プレ（株）栃木事業所 

（株）徳島ジャムコ              ナブテスコ（株） 

（株）ジャムコエアクラフトインテリアズ    日本特殊陶業（株） 

日本飛行機（株）                          三菱重工業（株） 

三菱重工航空エンジン（株）              矢崎総業（株） 

Panda・Flight・Academy（株）         （株）リージョナルプラスウイングス 

静岡航空整備株式会社           Korean Air Technics Japan （株） 

 

（３）海外メーカー 6 社 

エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン（株） グッドイヤーエイビエーションジャパン 

サフラン・ジャパン（株）         Bell Textron（株）  

ボーイング・ジャパン（株）        ロールス・ロイスジャパン（株） 

 

（４）空港関連事業者 30 社 

（株）アセアン                           （株）インテックス 

（株）エージーピー                       （株）エーエスオー 

ＡＮＡ大阪空港（株）                      ＡＮＡエアポートサービス（株） 

空港協力事業（株）                        空港施設（株） 

（株）Ｋグランドサービス                 鴻池運輸（株） 



  

コウノイケ・エアポートサービス（株）    コウノイケ・スカイサポート（株） 

サンコー・エア・セルテック（株）       （株）ＣＫＴＳ  

 スイスポートジャパン（株）             （株）ＪＡＬエアテック 

（株）ＪＡＬグランドサービス            （株）ＪＡＬスカイエアポート沖縄 

GE アビエーション・ディストリビューション・ジャパン（株） 

全日空モーターサービス（株）      （株）東京オペレーションパートナーズ 

関東テック協同組合            （株）成田空港ビジネス 

日本空港サービス（株）          羽田空港サービス（株） 

（株）ヒダロジスティックス        （株）トランステイク 

両備ホールディングス（株）両備スカイサービスカンパニー 

（株）フィルウインズ          ワールドエンタプライズ（株） 

                

（５）宇宙関連事業者 1 社 

有人宇宙システム（株） 

 

（６）商 社 等 12 社 

エアロファシリティー（株） （株）海外物産 

兼松（株） Qsol（株） 

双日（株）                                 三井物産エアロスペース（株） 

（株）ティーエムシーインターナショナル     日本エアロスペース（株） 

（株）富士インダストリーズ                 丸紅（株） 

丸紅エアロスペース（株）           

（株）Japan General Aviation Service 羽田オフィス 

 

（７）保 険 1 社 

日本航空保険プール  

 

（８）国立研究開発法人 2 法人 

（国研）宇宙航空研究開発機構 

（国研）海上・港湾・航空技術研究所 電子航法研究所 

 

（９）団体等 8 団体等 

（一財）航空保安無線システム協会 （公財）航空輸送技術研究センター 

中央職業能力開発協会 （一社）日本航空宇宙学会 

（公社）日本航空機操縦士協会 （一社）日本ビジネス航空協会 

名古屋商工会議所              （一社）ネパール人労働者支援協会 

           

 

 

（１０）学 校 15 校 

（学）桜美林学園 久留米工業大学 

国際航空専門学校 （学）加計学園 

成田航空ビジネス航空専門学校 崇城大学 



  

第一工科大学 東京都立産業技術高等専門学校 

中日本航空専門学校 成田国際航空専門学校 

（学）日本航空学園 日本文理大学 

東日本航空専門学校 （学）ヒラタ学園 

法政大学 

 

（１１）印刷会社 2 社 

（株）丸井工文社 （株）マルテックス 

以上 

 


